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そして幼児が自分の知っているものを一つ一つ指差して歩くように，各々の牧
歌的風紫にthis¥theseを証して展開する表現一例えばThesewaters;
thesesteepandloftycliHs;thisdarksycamore;theseorchard-turfs；など
－詩人の懐しさはこのような衣現の中に充分感じとることができるのであ
る。そして過去に関連する懐しさばかりでなく，木立の間より立上る煙のたゆ
たいに新たな想像力が働いて「家なき森の漂流者」や「洞穴の隠者」に思いを
走らせるのである。いずれも変らぬ自然の懐しい姿である。或はこれらの懐し
さはワーヅワス自身の変化によって一屈強まったのかも知れない。
過去，少年時代のワーヅワスには，自然は「粗野なる喜び」の対象であっ
た。
Thecoarserpleasuresofmyboishdays,
Andtheirgladanimalmovementsallgoneby.
その後，時を経て今より逝年前に初めてこのwye河を訪れた頃，つまり彼
自身の言う0iinhoursofthoughtlessyouth''にあった詩人にとっての自然，
或はその自然に対する彼の態皮が次のlinesから幾分祭することができる。
Fornaturethen
Tomewasallinal1．．．．．．．
．．，．．．Thesolmdingcataract
Hauntedmelikeapassion:thetallrock,
Themountain,andthedeepandgloomywcodp
Theircoloursandtheirforms,werethentome
Anappetiteg
自然がapassionであり,anappetiteであり，そして"allinall"であった
ということは,passionfappetiteという語からも容易に想像できるように，
客観的な態度で自然に対していたのではないということになるのではなかろ
うか。今の場合，主観とか審観という言葉は不適当かも知れないけれども，山
野を駈けめぐる「のろじかの如く」自然の中にあって自然を愛したというので
OOOO
ある。その轡びは"achingjOy"であり"dizzyrapture''であった。彼自身が
"thoughtleSs''と呼ぶように感覚的な，或は感摘的な愛し方であったのであろ
う。勿論彼は自然を見ている｡むしろ肉眼で自然そのものを見ているのである。
彼の抱いた感慨と愛情は，
afeelingandalove,
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ワーヅワスは幼ない時から自然の中で喜びを味わって来た。然し自然を見て
いる中に詩人は胤然そのものより自然を眺めては常に満足している彼自身の姿
に気付いたに違いない。自然の何がこの喜びや慰魏を砿し出すのだろうか，と
彼は誘ったかも知れない。詩人の目は今迄見て来た自然そのものから，彼自身
の上に，彼自身の心の中に注がれるようになったに違いない。自然の表面より
はもっと本源的なもの，この調和と轡びと救済との根源にあるものを見ようと
するようになってゆく。
Whilewithaneyemadequietbythepower
Ofharmony,andthedeeppowerofjoy,
Weseeintothelifeofthings.
事物ではなく「小物の生命｣，顎物の背後にある「或る存在」を感ずるとい
うのである。
Andlhavefelt
ApreSenCetbatdist凹rbsmewiththejoy
Ofelevatedthoughts;
事物の生命の洞察，或る存在の感椰によって彼は自然より害びを得るのであ
る。「人性の岬かな，悲しい音楽」もその為に荒々しいものとはならない。我
々の言葉でいえば神といっても良いような「一つの存在」の感得である。存在
というのは何だろうか。それは
．．．SOmethingfarmcredeePlyinterfused,
Whosedwellingisthelightofsetfingsuns,
Andtheroundoceanandthelivingair,
Andthebluesky,andinthemindofman;
ワーヅワスにとって，それは
Theanchorofmypurcstthoughts,thenurse,
Theguide,theguardianofmyheart,andsoul
Ofallmymoralbeing
である。このような存在を心に感ずることによってワーヅワスはhumanityの
悲し承に耐え或は抑えることができるのを知った。自然を通して知ったのであ
る。
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存在は「沈承ゆく太陽や円ろき海原，躍動する空気，そして青空」の中に住
むと等しく人間の心の中に住む。自然を見れば，時には「人性の肺かな悲しい
音楽を聴く」ともワーヅワスは躯う。この存在の下にあっては人間も亦自然の
一部であって，他のものと同じである。自然を通して人間存在のthelifeを
知るのは大きな罫びと慰承であり，力となる。
Indarknessandamidthemanyshapes
Ofjoylessdaylight;whenthefteWulstir
Unprontable,andthefeveroftheworld,
HavehUnguponthebealingSofmyheart－
Howoft,inspirit,havelturnedtothee,
OsylvanWye!thouwandererthro'thewoods,
そしてワーヅワスは新しく「自然を観る」ことを学んだのである。Iﾖ然を観
る－これが現在wye河に立っている彼の自然に対する態度である。
ForlhaVele諏個②d
Tolookonnature,notaSinthehour
Ofthoughtlessyouth;
如何に自然を観るかということではなくて，もっと原初的に自然を観ること，
そのことを学んだのである。前にも言った通り，以削の彼も勿論自然を見てい
た。僕はむしろ自然そのものを肉眼で見ている，とも言った。けれどもその時
には詩人自身が言うように「思考によって与えられるより進んだ魅力」という
ものを必要とはしなかった。thoUghtlessyouthという所以であろう。そして
又「肉眼によっては得られぬ興味」をも求めようとはしなかった。只目によっ
て得た喜びだけに満足であったのだから，或は感悩的に，感覚的にlﾖ然を見て
いたといえるのではないだろうか。それに対し改めて此処に自然を観ることを
学んだのであるというのは理性的な意識で圃然を観ることを学んだということ
になるだろう。霧観的に，自然狸それを眺める自分を観はじめたのである。こ
こに一つのturningpointを見出すことができる。肉眼で耶物を見ることか
ら，心で，思考で蛎物の生命を知るということになるのである。
‐．、6hebreathofthiscorPorealframe
Andeventhemotionofourhlnmanblood
AImosisuspended,wearelaidasIeeP
Inbody,andbecomealivingsoul:
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という比嚥的な表現もこのような彼の態度を指すとも考えられる。
このようにして過去の，自然への肉体的，感情的な態度から糖神的な，理性
的な態度へと進むのである。彼が学んだ「自然を観る」ことはその点で過去と
は可成り異ったものとなっている。
然しそうなると，ワーヅワスの自然を観るということは最早自然を見る為に
見るのではない，自然そのものを見るのではなくて，自然を通して，自然を媒
介として人間の問題を考えるということになりはしないだろうか。自然を観て
存在を感ずる,l:l然の美しい色や姿に「肢も純粋な思いの錘や心の乳母，指導
者，保護者，そして存在の魂」を認めるという。それは自然をかつての如くに
その儀受け取って眺めるという態度ではなくて，詩人が観てその自然の中に或
る意味を見出すことなのである。自然はそれを観る人自身の意味付けによって
その人に新しい存在となる。自然は何も変らずに在るのだけれども新しく創造
される。自然は「半ば創り出すもの」というワーヅワス自身の言葉が彼の「自
然を観る」という簡葉をうまくparaphmseしているように僕には思える。
whatthey(1)halfcreate
AndwhatPerCeive;
それは又
torecognise
Innatureandthelanguageofthesense,
Theanchorormypurestthought9,thenurse,
ということにもなる。もう重点は以前よりも自然から離れているといってよ
い。
此処にも過去の，むしろ自然そのものを見ていた詩人の態度とは違ったもの
を感ずることになる。
ワー ヅワスが高う"tolookonnature''とし､うことは結局意識して理性的
に眺め，それを媒介として或る存在を感得することなのである。自然を通して
人間の問題に,aprsenceの下にあって他の自然物と同嫌に一つのthingで
ある人間の問題に思い至ってし､るのである。
そして最後に詩は，共にこのwye河を訪れたワーヅワスの愛する妹への呼
びかけとなって終っている。然しその呼びかけの中に我々は再び繰返えされる
(I)they=eye,andear
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彼の自然に対する態庇とその確固たる信念を見ることができるのである。
妹の内に詩人は彼の過去の姿を見出す
andinthyvoicelcatch
ThelanguageofmyfOrmerheart,andread
Myformerpleasuresintheshootinglights
OfthywildeyeS.
其処にはかってthoughtlessだった頃の時人が感じた"wildecstasieS''が見
出される。然し自然を見詰め美と調和を感ずる内にも自然は醗酵して大きな力
となる，そのような時がいつか来るだろう。
WhentheSeWildeCStaSiesshallbematured
Intoasoberpleasure:whenthymind
ShallbeamansionforalllovelyfOrms,
Thymemorybeasadwelling・place
mrallsweetsoundsandharmones;
時には人間社会の様々な醜さに遭遇することもあるだろう。「悪しざまな言葉，
性急な判断，利己的な人々の冷笑，親切心のない表面だけの挨拶（これも耐え
られないものの一つであろう)，凡ゆるI引術生活の荒涼たる交り」けれども
｢自然は自然を愛したものを決して裏切ったりはしなかった」ことを経験して
来た。一一この辺りにワーヅワスが自然へ入って来た一つの動機があるように
も思える－自然を見ることによって人々は落希きを得るだろう。何故なら
forshecansoinform
Themindthatiswithinus,soimpress
Withquietnessandbeauty,andsofeed
Withloftythoughts,．．．．
例え「孤独，恐怖，苦痂或は悲し承が身をおそっても」自然を観ることによ
って，自然を通しての或る存在の感得によって，身内に醸されている「気高き
楽し象」によって耐え忍ぶこともできるだろうとワーヅワスは，自然を観るこ
とを学ぶように妹に諭している。然しこれらのexhortationは彼のdearsister
に対してだけのものではない。妹と同槻にワーヅワスの過去に経験した喜びを
現在もっている者への呼びかけともなっている。それはまだ自然を観ることを
学んではいない読者への呼びかけに通じているのである。
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Theremreletthemoon
Sbineontheeinthysolitarywalk;
Andletthemistymountain･windsbefree
Toblowagainstthee:
ここに詩人の教えが象徴されている。これは妹への意葉であると同時に我々読
者への言葉である。
－ －
